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●防コミ、行政機関等、多数参加
毎夏６０万人以上の海水浴客で賑わう須
磨海岸において、海開きを間近に控えた６月
３０日の１１時から１１時３０分まで「南海トラフ
巨大地震による大津波」を想定した救助及
び避難訓練を実施しました。
住民・海水浴客などが津波被害警戒区域

内から避難を完了できる地域体制を構築し、
須磨海岸沿岸部からの避難経路の確認及
び津波災害に対する意識啓発、また訓練を
通じ、緊急時において冷静に判断し、行動
できることを目的としました。
この訓練には、須磨区防災福祉コミュニ
ティから地元の若宮、西須磨地区をはじめ
２０地区から１０４人と、海上保安庁、航空
機動隊、須磨警察署、須磨消防団、みな
と総局等の各行政機関（５０音順）及び、啓
明学院高等学校、神戸ライフセービングクラ
ブ、シーパル須磨、スズキアリーナ須磨、
西日本旅客鉃道株式会社、東須磨漁業振
興組合などのボランティア団体・関係事業所
（５０音順）が参加しました。

●訓練内容
最初に大津波警報を受け、警察と消防が
海岸付近にいる人達に避難を呼びかけた後、
航空機動隊と須磨消防署、地元事業所が
連携し防波堤に取り残された要救助者を救
出する訓練を披露しました。
そして次に、いよいよ避難訓練です。
避難では、避難誘導者役と避難者役の２
班に分かれ、避難誘導者役に大黒防コミ、
地元の若宮防コミ及び西須磨防コミに担当
していただき、その他の防コミの方が避難者
役となりました。
避難誘導者は率先避難と安全管理をおこ

ない、避難者は避難誘導者の誘導に従い３
カ所（ＪＲ踏切２カ所とシーパル須磨）へ徒歩
にて避難し、一部の者は簡易担架と車椅子
で搬送をおこないました。
また、当日は須磨海岸のクリーン作戦が
事前におこなわれ、クリーン作戦参加者の
一部も避難者として訓練に参加しました。
須磨海岸での津波を想定した訓練は、今
回が初めてでしたが、参加した方々の津波
への防災意識が高まりました。

（須磨消防署　甲斐康之）

垂水消防団に入団をさせていただき、１年
と１０カ月がたちました。入団当時、垂水消
防団には女性消防団員は一人も居なくて、
私一人でのスタートとなりました。
当時、女性消防団員として、さまざまな活
動を考えていましたが、一人ではなかなか具
体的な活動にはいたりませんでした。
しかし、ほかの分団の方や垂水消防署の
方々のご協力をいただきながら、訓練や救急
講習会に参加し、少しずつ活動の幅が広
がってきました。
年に数回おこなわれる、女性消防団員の
研修会にも積極的に参加し、垂水消防団
以外の活動内容を実際に見させていただい
たり、食事の時などに意見交換をさせていた
だいたりと、私にとってはとても大切な時間を
過ごさせていただきました。

入団してからよく友人に、『男性消防団員
の中で女性が一人で平気なの？』と聞かれま
す。「全然平気」と言えば嘘になりますが、
躊躇していては何も前には進みません。私が
消防団に入団しようと思ったのにも理由があ
り、一人でもできることから始めようと考え、
今にいたります。
今後は、垂水区以外や全国の女性消防
団員さんの活動を参考にしながら、垂水消
防団ならではの活動を新しく入団された女性
団員さんと一緒に考えていきたいと思ってい
ます。
またこれから想定される大きな地震や災害
の時に「女性団員として何ができるか？」を考
え、幅広く活動ができる垂水消防団の団員
として、精いっぱい頑張っていこうと思ってい
ます。  （垂水消防団　本団　於㔟加津子）

女性消防団員になって 津波から身を守れ！ 須磨海岸で避難訓練
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